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へ
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澱
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種
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寄

せ
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へ
た

る
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な
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猛
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蓋
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史

の
獲
展

よ
b
察
す

る
も

、
軽
卒

に

一
看

過
す

へ
か
ら

言
る
事
實

な

り
、
特

に
吾

人

は
本
誌

上
、

一
第

十
入
…世
紀

の
中
葉

、
當

時

の
英
植

民
地

k
り

し
米
大

一

謄

・
養
警

務
導

ん
与

る

の
議
を
立
て
し
・

ロ
、=
一団
コ
の
著
書

を
紹

介

せ

る
、
記
憶

を
新

た

に
し
て
、

商

墾

を
想
は
す
ん
は
非

る

な

り

(醤

曝

一失

、
二
九

一
九
頁
参
照
)
吾
人

ぱ
今
之
を
機

會

ε
し
、
近

比

一
誼

の
機

第
十
巻

(
第
二
號

一
四
六
)

三
〇
二

曹

を
得

た
る
、
俳

人

6
p
⊆話
暮

ロ
。
い
、〉
吾
8
圏
簿

の
著

書

英

澤
○
昌
ω
=
π
p
乱

臣
。
もり
穿

芝
。
「β

什5
ぼ

包
ぎ

σ
。夢

タ
、程
亀
ρ

6
0
い
の
所
説

を
骨
子

ε

し
、
本
短
編

を
草

し

て

、

か
の
有
名

な

る
支

那
學
者

リ

ヒ
ト
ホ
ー
フ

エ
ソ
か

山旨

へ
る
如

く
、
支

那
人
か
絹

に
付

命
名

せ
る
所

は
、
絹
…

そ

の
も

の
こ
共

に
、
世
界

に
傳
播

せ
る
を
瞥
見

し
、
依

り

て
盤

及
絹

の
東
西

而
洋
交

通
史
、
否

』
般

に
世
界
皮

」⊥
に
於

け
る
、
特

殊
要
度

の

一
端
を

、
窺
」ふ
の
料
　に
供

せ

ん
ε
欲

す
。

絹

は
古
代
人

に
は

、
當
秘

し。
。
「
て
ふ
名
稽

の
下

に
、

解

せ
ら
れ

た
り
、

此
繊
維

を
希
臘
及
羅
馬

に
輸

入

せ
し

　

め

た

る
.
髄

靴
怖盤
部族
に
よ
り
、

か
く
唱

へ
ら
、れ
た
れ
は

な

り
、
而
し

て
希

臘
人

は
、
右

の
語

を
採

用
し
て
き
㎝ε

書

き
、
之
を
語
根

ε
し
て
、

そ

の
語
尾
を
種

々
に
攣
化

一
せ

し

め
、
絹

に
關

す

る
諸
語

を
作
出
し

π
り
、
希
臘

人

証

・
叉
蕃

、
誉

　

く
　

絹
の
罎
從
・
て
絹
て

、
.さ

れ

ε

最

も

多

く

[
ふ
裕

の
延
長

)て

ふ

名

稽

を

與

へ
な

■り

一

使

用

さ
れ

な

る
語

は
、
§
の
叉

は

qミ
》
π

り
、

か
く
て

}

言
婁

て

ふ
語

は
、
成
熟

せ

る
愚

、
換
言
す

れ
は
猛
蛾

一
の
形
態

を
占

め
た

る
鷲
…を
、
示
す

の
用

に
限

ら
れ

だ

り
。

i

,



」
、
.羅

馬

人

も

同

様

に

、
.
.
韃

靼

の
.名

留

匂。
。
「
の

下

に

つ

絹

を

解

し

れ

り

、

而

し

て

絹

に
聞

す

る

、

拉

丁

語

の

大

多

…
餅
恥弼
隅
令

は

し弓
〇
二
∩
鵠
〔絹
の
國
、
絹
の
着
物
〕
もe
o
「
「∩
暮

=
の

〔絹

商
人

.

…
及
絹
職
人
)
し弓
巽
門6
邑

二

組
織
物
、
珍
ら
し
き
絹
}
の

諸

語

を

、

生

め

る

語

根

も

之

な

り

、

尤

も

此

黙

に
付

そ

の

説

に

　
歩

を

進

め

、
そ

の

語

源

を

繊

「椰

語

以

上

に

、
絹

に

常

る

支

那

語

緕

湊
曽

に

、

求

む

る

人

あ

り

、

乃

ち

説

い

て

曰

く

、

チ

ャ
イ
ナ

右

の
諸
拉
丁
語

に
關

嚇

し
て
注

意
す

へ
き

は
、
支

那
て

一
ふ
名

棚
か
、
右

の
支

那
語

よ
り
樽

託

せ
る
こ

ε
な
り

、

古
人

に
よ
り
支

那
を
呼

ふ
た
め

に
、
用

ゐ
ら

れ
し

一
切
.

皿
の
義

は
、
.貴

著

る
繊
維

の
名
鯉

、
由

來

し
た
り
、

乃

ち

ω
の
「撃

6
.旨

デ

し∩
ヲ
。
日

、
し∩
2

8

臼
そ

の

他

の

語

は

、一

…

凡

て

絹

の

國

を

意

味

し

た

り

ご

、

(∩
h

r

ぎ

£

9

讐

・・
.

一軒

℃
;

〔穿

n
二
〇
二

の
=
〔
一

ッ
.貯

=
口
口

陣

≡
け
.
　一
冒呻け
=
茜

=
.田
」
∩
○
陣≡

ご
2
げ

∩
o
.

、

ヨ
【=
o
阜

o
「
∩
o
已
ヨ
韓
∩
o
・
℃
.
【O

ラ
イ

ン
の
英

澤
臼
木
産
業
論

一
八
七

一
頁
F
も
同
様
な
る
説
明
あ
り
)何

れ

の
所

説

に

よ

る

も

、
臨

交

明

一
の
淵

…源

か

、

我

極

東

に

獲

す

る

を

、

語

る

は

一
な

り

・し

…

錐

も

、

言

語

の
傳

播

從

ひ

て

文

夾

明

波

及

の

跡

を

、

精

一
し

か

ら

し

め

ん

・し
す

る

立

場

よ

り

せ

は

、

之

を

雇

刑

し

…
て

そ

の

當

否

を

、

吟

味

す

る

の

要

あ

り

、

今

躍

に

之

を

雑

鋒

絹

に
關
す
ろ
外
画
語
.

併

記

し

て

、

後

日

の
結

…研

に

備

ふ

。
.　
.
.
..
.
.・・
.
沸

・
.
・
:
・
.
.

そ

の
外

しq
①
「
茜
o
莞

覇

の
産
出
)

G∩
の
「
一目
ゑ
器

(絹

の
計
量
器
∀

ω
〇
二
∩
8
三
2
「
①

(養
鑑

)
し∩
。
ユ
o
言
2
ゆ
(費
鑑

に
關
す

る
V
等

の
諸

語

引

出

さ

れ

た

る

も

、

回

し

し。
巽

を

語

源

ご

す

、

尤

も

最

後

の
二

佛

語

は

、

Qっ
。
「
の

属

格

Qり
①
「
♂

よ

り

、

像
…来

せ
.

ら

れ

し

代

ヶ

に
、
虞

ら

く

は

不

正

に

之

を

、

0。
豊

9
巨

の

騒

啓

しD
。
ユ
α

よ

り

、

値

…恋

せ

し

め

た

り

こ

す

へ
き

も

、

伊

太

利

人

か

も∩
曾

o
`
含

崔

ご

書

く

は

、

本

源

の

語

法

に

一
層

よ

く

適

合

す

る

に

似

た

り

。
,

佛

語

もり
9
0
翔

)
て

ふ

語

そ

の
も

の

は

、

蚕

く

そ

の
語

」

源

を

異

に

し

、

拉

丁

話

しO
O言

(牡
豚
の
硬
毛
V
よ

り

、

傳

來
.

さ

れ

た

り

、

原

始

的

絹

に

雁
躍用

さ

れ

た

る

、

右

拉

丁

甑
岬

に

よ

り

て

察

す

る

に

、

そ

の

獄

糸

は

粗

大

に

製

給

せ

ら

れ

、

寧

ろ

毛

髪

の
如

き

も

の

あ
.り

し

や

、

滑

か

に

し

て

光

滞

あ

る

も

、

極

み

て

強

き

豚

の

硬

毛

に

、

比

較

せ

ら

る

ン

に

よ

b

明

か

な

り

、

現

在

の

絹

は

、

毛

髪

の
如

し

ぜ

す

へ
き

黙

あ

り

ご

劣

る

も

、

躍

に

そ

の

鯛

威

上

、

毛

髪

の
如

く

威

せ

ら

る

玉

に

よ

り

、

し

か

呼

ひ

得

へ
き

の

み

、

要

す

る

に

絹

に

付

て

は

、
そ

の
原

始

的

名

　帯

し∩
・
「

は

、

漸

次

ω
Φ
冨
に

攣

り

つ

、
あ

り

、

唯

伊

太

利

人

は

之

第
†
巻
.
.(第

二
號

一
四
七
)
.
三
〇
三
「

・

囁
.

'



雑

録

岡
山
藩
の
阻
…墾
政
策

.

を
愛
化

せ

し

め
さ
る
も

、
佛

國
東

南
部

の

一
古
州

人
プ
.

.

ロ
ウ

エ
ソ
サ

ル

ス
及
西
班
牙

人

は
、
語
尾

を
攣

化

せ
し
.

.

め
て
、
しn
・。α
。
ご
書

く
、
佛

人
か
原
語
を

一
層

甚

し
く
憂

化

せ
し

め
、
しq
¢冨

よ
り

しq
o
団Φ
を
作

れ

る
は
、
<
す

よ
り.

<
o
δ
を
作

れ
る
ご
異

ち
す

、

こ しもの ㌔如 し

「一

』
.

」


